
発達支援 ひろがりネット主催 

第１５回支援情報交換会のお知らせ 
 

2023年度 

～学童期の子どもたちを多様な学びの場で支える取組み～ 
 

発達支援ひろがりネットでは、これまで、障害のある方が働き続けるために大事にしていきたいこと

を企業や行政の方から学び、また、さまざまな個性や困り感をもつ生徒を支えている高等学校での取り

組みを支援情報交換会として開催してきました。今年度は、小学校に在籍し学びにくさを持つ子どもた

ちに、それぞれの学校の思いを持って工夫し実践している取り組みを紹介し、子どもたちの多様な学び

の機会について情報交換したいと思います。 

 

日 時：2024 年 2 月 4 日（日）10：00～12：30 

（9：３０受付） 

場 所：仙台福祉プラザ第 2 研修室 

参加費：資料代として 500円（当日現金でご持参下さい） 

定  員：５０名  申し込み不要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表者】 

仙台市立小松島小学校     校長 遊佐   亮氏 

仙台市立国見小学校      教頭 千葉 容子氏 

私立ろりぽっぷ小学校   校長 髙橋 元気氏 

【コーディネーター】 

団体顧問    阿部 芳久 （東北福祉大学 名誉教授）  

 

 

 

 

学童期を支える 

後 援：宮城県教育委員会、仙台市教育委員会 日本発達障害ネットワーク（申請予定） 

〔お問合せ〕所属されている発達支援ひろがりネットの参加団体にお問い合わせください。 

参加団体：認定 NPO法人みやぎ発達障害サポートネット、NPO法人グループゆう、宮城県自閉

症協会、NPO 法人燈の会、シエルの会、就労支援センターグッジョブ 

事務局 就労支援センターグッジョブ TEL:022-796-8425（平日９−１６時）  

ずっと座っていられないんだよ 

板書が苦手、字を書くのが苦手 

みんなと一緒は不安だな 

誰でもわかりやすい伝え方は？ 

１つ１つ具体的に 

流れが決まっているとやりやすい 

ルーチン化、パターン化も支援の一つ 

成人期 

幼児期 


